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アイデアの発想と整理に関わる支援について
　本研究では文章作成のプロセスを、（1）アイデァの生
成（下書き）、（2）作文、（3）書き直し（編集）の三つの段
階に分けて考える。「アイデアの生成」に関わる作業は、
論述文の中心をなすテーマと内容についての構想であ
るから、「パラグラフの作成」（作文）とともに、論述
文の作成においてもっとも重視しなければならない作
業となる。
　アイデアの生成では、「主題の設定（問題意識の明確
化）」と「アイデアの発想と整理」とが重要となる。主
題の設定とは論述文作成という作業の出発点を確立す
ることであり、アイデアの発想と整理は論述文の骨格
（アウトライン）を作り上げる作業と考えられる。
　文章で表現しようとする主題が明確になり、具体的
な形を取っていれば、作業の方向性はほぼ定まったと
言ってよいわけであるが、実際にどの方向に歩き出せ
ばいいのかはまだはっきり見えてはいない。その方向
性と流れ、目標までの距離を大まかに掴んでおくため
の作業が次の段階として必要になる。発想した主題を
どのように展開していけばより効果的な文章を構成す
ることができるか。そ’の全体像と流れをつかみ、さら
に、文章の展開に必要となるさまざまなデータが具体
66 人文科学研究所年報No．47
的にどのようなものとなるかを知ることによって、効
率的な資料収集が可能となる。
　私たちは課題の遂行（つまり、．問題の解決）幽に際し
てさまざまに熟考し、そこから生まれたひらめきを手
がかりに問題を解決する道筋をつけていく。文章作成
支援を具体化するためには、この私たちの行う一連の
思考の流れを明らかにしておく必要がある。
　高橋誠の『新編創造力事典」は、心理学者J．P．ギルフ
ォ〒ドの知性モデルを基に人間の創造的思考の流れを
次のように説明していてわかりやすい。
　①認知：さまざまな情報を見たり聞いたりすること、
②記憶：認知した情報を頭の中に保つこと、③発散的
思考：次々といろいろなことを思いつく働き、④収束
的思考：1つの最適な答えを求めていく働き、⑤評
価：情報の正しさを判断する働き。
　高橋によると、①②は「情報収集」であり、③④⑤
はその情報をもとに行う「情報処理」、そして、創造的
思考の中心は「情報処理」の③発散的思考と④収束的
思考とにある、と説明されている（“⑤評価は実際には
収束的思考に包含されると考える）。
　この整理のしかたを利用すると、文章作成の支援に
おいて注意すべきプロセスは、①認知、③発散的思考、
④収束的思考に関わる部分であることが導き出される。
　①認知については、情報（データ）の収集に関わる
支援となる6
　③発散的思考については、A．オズボーンがその方法
論を確立したブレインストーミングという自由連想法
が広く知られている。ちなみに、高橋はそのブレイン
ストーミングの四つの規則をもとに、発散的思考の五
つのルールを挙げている。
　（1）判断禁止（良い悪いの判断をしない）、（2）自由奔放
（何を考えても許される）、（3）大量発想（ともかくアイ
デアを大量に出す）、（4）多角発想（広い角度から発想す
る）、（5）結合発展（アイデアを組み合わせて考える）。
これらのルールはアイデアを能力の限界まで出しつく
し、発散的思考を十分に引き出すための工夫である。
　④収束的思考については、用いられる技法として川
喜田二郎のKJ法があり、広く利用されている。
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